
(57)【要約】

【課題】手元側の操作子の回転を操作ワイヤを介して先

端の処置部に伝え、この処置部の向きを任意の角度にス

ムーズに変える。

【解決手段】先端に配置される処置部２と、処置部に先

端が接続されて基端側へ延びる操作ワイヤ３と、処置部

に先端が固定されるとともに、内部に操作ワイヤを挿通

させて基端側へ延びるコイルシース４と、コイルシース

の基端側に回転可能に接続される操作子本体６と、操作

子本体上にコイルシースの基端側の軸線方向Ｌに沿って

移動可能に配置されるとともに、操作ワイヤの基端部に

連結されて操作ワイヤを介して処置部を操作する操作子

７と、コイルシースを覆うように備えられ、かつコイル

シースに対して少なくとも先端が回転自在とされた外チ

ューブ５とを有する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 に 配 置 さ れ る 処 置 部 と 、
　 該 処 置 部 に 先 端 が 接 続 さ れ て 基 端 側 へ 延 び る 操 作 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 処 置 部 に 先 端 が 固 定 さ れ る と と も に 、 内 部 に 前 記 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 さ せ て 基 端 側 へ
延 び る コ イ ル シ ー ス と 、
　 該 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 回 転 可 能 に 接 続 さ れ る 操 作 子 本 体 と 、
　 該 操 作 子 本 体 上 に 前 記 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 の 軸 線 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る
と と も に 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 部 に 連 結 さ れ て 該 操 作 ワ イ ヤ を 介 し て 前 記 処 置 部 を 操 作
す る 操 作 子 と 、
　 前 記 コ イ ル シ ー ス を 覆 う よ う に 備 え ら れ 、 か つ 該 コ イ ル シ ー ス に 対 し て 少 な く と も 先 端
が 回 転 自 在 と さ れ た 外 チ ュ ー ブ と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に は 、 基 端 側 よ り も 柔 軟 性 が 高 い 柔 軟 部 が 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部 は 、 前 記 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 巻 回 さ
れ る 素 線 よ り も 径 が 小 さ い 素 線 が 前 記 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 巻 回 さ れ る こ と で 、 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部 は 、 前 記 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 巻 回 さ
れ る 素 線 よ り 軟 ら か い 材 料 か ら な る 素 線 が 前 記 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 巻 回 さ れ る こ と で
、 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に は 、 基 端 側 よ り も 柔 軟 性 が 高 い 柔 軟 部 が 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部 は 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 使 用 さ れ る
チ ュ ー ブ と し て 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 使 用 さ れ て い る チ ュ ー ブ よ り も 肉 厚 の 薄 い チ
ュ ー ブ が 使 用 さ れ る こ と で 、 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 用 処
置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部 は 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 使 用 さ れ る
チ ュ ー ブ と し て 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 使 用 さ れ る チ ュ ー ブ よ り も 軟 ら か い 材 料 か ら
な る チ ュ ー ブ が 使 用 さ れ る こ と で 、 形 成 さ れ て い る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ま た は ６ 記 載
の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 外 チ ュ ー ブ の 前 記 コ イ ル シ ー ス へ の 固 定 部 が 、 先 端 か ら 所 定 距 離 基 端 側 へ 向 か っ た
箇 所 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ５ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 固 定 部 よ り も 先 端 側 に あ る 前 記 外 チ ュ ー ブ は 、 前 記 固 定 部 よ り も 基 端 側 に あ る 外 チ
ュ ー ブ よ り も 肉 厚 が 薄 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル か ら 体 内 に 挿 入 さ れ 、 体 内 の 所 定 部 位 の 組 織 や 細 胞 に 対
し 除 去 等 の 処 置 を 行 う 内 視 鏡 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 内 視 鏡 用 処 置 具 の 中 に は 、 先 端 に 配 置 さ れ る 処 置 部 と 、 処 置 部 に 先 端 が 接 続 さ れ て 基 端
側 へ 延 び る 操 作 ワ イ ヤ と 、 操 作 ワ イ ヤ を 内 部 に 挿 通 さ せ る コ イ ル シ ー ス と 、 コ イ ル シ ー ス
の 外 側 を さ ら に 覆 う 外 チ ュ ー ブ と 、 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 固 定 的 に 接 続 さ れ て 操 作 ワ イ
ヤ を 介 し て 先 端 側 の 処 置 部 を 操 作 （ 例 え ば 開 閉 操 作 ） す る 操 作 手 段 と を 備 え て な る も の が
あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
　 こ の 種 の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 先 端 に 配 置 さ れ た 処 置 部 の 向 き 、 言 い 換 え れ ば 処 置 部 の
角 度 位 置 を 変 え る 場 合 に 、 通 常 、 手 元 側 （ 基 端 側 ） の 操 作 手 段 を 回 転 さ せ て 、 手 元 側 の コ
イ ル シ ー ス 部 分 を ね じ り 、 こ の コ イ ル シ ー ス 部 分 の ね じ り を 手 元 側 か ら 先 端 側 へ 伝 え て 、
最 終 的 に コ イ ル シ ー ス に 固 定 さ れ て い る 処 置 部 を 回 転 さ せ る 方 法 を と る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ７ ３ ３ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 用 処 置 具 に あ っ て は 、 全 長 が 比 較 的 短 い 場 合 に 問 題
な い が 、 全 長 が 比 較 的 長 い 場 合 、 操 作 手 段 の 回 転 が コ イ ル シ ー ス を 介 し て 処 置 部 に 伝 わ り
に く く 、 処 置 部 の 向 き を ス ム ー ズ に 変 え ら れ な い と い う 問 題 が あ る 。
　 す な わ ち 、 内 視 鏡 処 置 具 の 全 長 が 比 較 的 長 い 場 合 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル と 外 チ ュ ー ブ と
の 間 、 並 び に 外 チ ュ ー ブ と コ イ ル シ ー ス と の 間 の 接 触 長 が そ れ ぞ れ 長 く な っ て そ れ ら の 間
の 摩 擦 力 が 大 に な り 、 結 果 的 に 、 コ イ ル シ ー ス の 手 元 側 の 回 転 が コ イ ル シ ー ス の 先 端 側 ま
で 伝 わ り に く く な っ て 、 処 置 部 を 所 要 量 回 転 さ せ る に は 、 手 元 側 の 操 作 手 段 を よ り 多 く 回
転 さ せ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 コ イ ル シ ー ス 全 体 に 蓄 え ら れ る 回 転 力 が 徐 々 に 大 き く な
っ て 処 置 部 が 回 転 し 始 め た と き に 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル と 外 チ ュ ー ブ と の 関 係 が 、 静 止 摩
擦 か ら 動 摩 擦 に 切 り 替 わ る こ と な り 、 こ の た め 、 処 置 部 を あ る 角 度 ず つ し か 回 転 さ せ る こ
と が で き な い 、 い わ ゆ る 「 回 転 飛 び 」 が 生 じ 、 処 置 部 に 対 し て 微 小 な 角 度 調 整 が 行 え な い
と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 中 に は 、 コ イ ル シ ー ス の 手 元 側 が 操 作 手 段 に 対 し て 回 転 可 能 と
な っ て お り 、 先 端 の 処 置 部 を 回 転 さ せ る に は 、 操 作 手 段 の 回 転 を 操 作 ワ イ ヤ を 介 し て 処 置
部 に 伝 え て 、 回 転 さ せ る タ イ プ の も の も あ る 。
　 こ の 種 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て は 、 前 述 し た コ イ ル シ ー ス を 介 し て 手 元 側 の 操 作 手 段
の 回 転 を 先 端 側 の 処 置 部 に 伝 え て 回 転 さ せ る タ イ プ の も の に 比 べ 、 多 少 摩 擦 力 を 低 減 で き
る も の の 、 処 置 部 と 一 体 的 に コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 が 回 転 す る た め 、 全 長 が 比 較 的 長 い 場
合 に は 、 前 述 し た コ イ ル シ ー ス を 介 し て 先 端 側 の 処 置 部 を 回 転 さ せ る タ イ プ も の と 同 様 の
問 題 、 つ ま り 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル と 外 チ ュ ー ブ と の 間 並 び に 外 チ ュ ー ブ と コ イ ル シ ー ス
と の 間 の 摩 擦 力 の 影 響 に よ っ て 、 先 端 の 処 置 部 の 向 き を ス ム ー ズ に 変 え ら れ な い と い う 問
題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 手 元 側 の 操 作 子 の 回 転 を 操 作 ワ イ ヤ を
介 し て 先 端 の 処 置 部 に 伝 え 、 こ の 処 置 部 の 向 き を 任 意 の 角 度 に ス ム ー ズ に 変 え る こ と が で
き る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 先 端 に 配 置 さ れ る 処 置 部 と 、 該 処 置 部 に 先 端 が 接 続 さ
れ て 基 端 側 へ 延 び る 操 作 ワ イ ヤ と 、 前 記 処 置 部 に 先 端 が 固 定 さ れ る と と も に 、 内 部 に 前 記
操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 さ せ て 基 端 側 へ 延 び る コ イ ル シ ー ス と 、 該 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 回 転
可 能 に 接 続 さ れ る 操 作 子 本 体 と 、 該 操 作 子 本 体 上 に 前 記 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 の 軸 線 方 向
に 沿 っ て 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る と と も に 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 部 に 連 結 さ れ て 該 操 作 ワ
イ ヤ を 介 し て 前 記 処 置 部 を 操 作 す る 操 作 子 と 、 前 記 コ イ ル シ ー ス を 覆 う よ う に 備 え ら れ 、
か つ 該 コ イ ル シ ー ス に 対 し て 少 な く と も 先 端 が 回 転 自 在 と さ れ た 外 チ ュ ー ブ と 、 を 有 す る
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こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 操 作 子 本 体 を 回 転 さ せ る と 、 こ の 操 作 子 に 連 結 さ れ た 操 作 ワ
イ ヤ が 回 転 し 、 そ の 回 転 が 先 端 ま で 伝 わ っ て 、 結 果 的 に 処 置 部 が 回 転 さ れ て 向 き が 変 わ る
。 こ の と き 、 処 置 部 に 固 定 さ れ た コ イ ル シ ー ス の 先 端 も 処 置 部 と 一 体 的 に 回 転 す る が 、 外
チ ュ ー ブ の 先 端 が コ イ ル シ ー ス に 対 し て 回 転 自 在 と な っ て い る の で 、 コ イ ル シ ー ス の 先 端
の 回 転 が 外 側 の 外 チ ュ ー ブ に ま で は 伝 わ ら な い 。 こ の た め 、 外 チ ュ ー ブ が 外 側 の 内 視 鏡 チ
ャ ン ネ ル 内 周 面 と の 間 の 摩 擦 に よ っ て 、 回 転 し に く い 状 態 で あ っ て も 、 こ の 外 チ ュ ー ブ の
影 響 を 、 コ イ ル シ ー ス は 受 け な い 。 こ の 結 果 、 処 置 部 の ス ム ー ズ な 回 転 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 、 基 端 側 よ り も 柔
軟 性 が 高 い 柔 軟 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 操 作 子 が 回 転 さ れ る の に 伴 い 、 操 作 ワ イ ヤ を 介 し て 処 置 部 が
回 転 さ れ 、 こ の 処 置 部 と 一 体 的 に コ イ ル シ ー ス の 先 端 も 回 転 す る 。 こ こ で 、 内 視 鏡 チ ャ ン
ネ ル 内 周 面 と の 間 の 摩 擦 に よ っ て 、 外 チ ュ ー ブ 及 び こ れ に 接 触 し て い る コ イ ル シ ー ス 基 端
部 分 が 回 転 し に く い 状 態 で あ っ て も 、 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 柔 軟 部 が 設 け ら れ て い る た
め 、 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 は 、 コ イ ル シ ー ス 基 端 部 分 か ら 受 け る 影 響 が 少 な く 、 ス ム ー ズ
な 回 転 が 可 能 で あ る 。 こ の 結 果 、 処 置 部 は 、 外 チ ュ ー ブ や コ イ ル シ ー ス か ら 受 け る 影 響 が
少 な く 、 よ り ス ム ー ズ に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部
が 、 前 記 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 巻 回 さ れ る 素 線 よ り も 径 が 小 さ い 素 線 が 前 記 コ イ ル シ ー
ス の 先 端 部 に 巻 回 さ れ る こ と で 、 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 巻 回 さ れ る 素 線 よ り も 径 が 小 さ い 素
線 が コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 巻 回 さ れ る こ と で 、 コ イ ル シ ー ス 先 端 部 に 柔 軟 部 を 形 成 し て
お り 、 簡 単 な 構 成 に よ っ て 確 実 に コ イ ル シ ー ス に 柔 軟 部 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部
が 、 前 記 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 巻 回 さ れ る 素 線 よ り 軟 ら か い 材 料 か ら な る 素 線 が 前 記 コ
イ ル シ ー ス の 先 端 部 に 巻 回 さ れ る こ と で 、 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に 対 し て 材 料 の 異 な る 素 線 を 巻 回 す る
こ と で 、 コ イ ル シ ー ス 先 端 部 に 柔 軟 部 を 形 成 し て お り 、 簡 単 な 構 成 に よ っ て 確 実 に コ イ ル
シ ー ス に 柔 軟 部 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 、 基 端 側 よ り も 柔 軟
性 が 高 い 柔 軟 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 柔 軟 性 が 高 い 柔 軟 部 が 設 け て あ る た め
、 当 該 内 視 鏡 用 処 置 具 が 、 高 ア ン グ ル 状 態 の 内 視 鏡 先 端 の 湾 曲 部 を 通 過 す る 場 合 で あ っ て
も 、 コ イ ル シ ー ス の 反 力 で 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 部 に 曲 が り 癖 が つ く こ と が な く ス ト レ ー
ト 状 態 に 戻 り 、 病 変 部 へ の ア プ ロ ー チ 性 能 を 確 保 で き る 。
　 一 方 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 手 元 側 は 、 内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル へ の 押 し 込 み 性 能 が 必 要 な た め 、
高 い 柔 軟 性 は 必 要 な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部 が
、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 使 用 さ れ る チ ュ ー ブ と し て 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 使 用
さ れ て い る チ ュ ー ブ よ り も 肉 厚 の 薄 い チ ュ ー ブ が 使 用 さ れ る こ と で 、 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 外 チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 対 し て 肉 厚 の 薄 い チ ュ ー ブ を 使 用 す る
こ と で 、 外 チ ュ ー ブ 先 端 部 に 柔 軟 部 を 形 成 し て お り 、 簡 単 な 構 成 に よ っ て 確 実 に 柔 軟 部 を
確 保 で き る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 柔 軟 部 が
、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 先 端 部 に 使 用 さ れ る チ ュ ー ブ と し て 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 使 用
さ れ る チ ュ ー ブ よ り も 軟 ら か い 材 料 か ら な る チ ュ ー ブ が 使 用 さ れ る こ と で 、 形 成 さ れ て い
る こ と 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 外 チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 対 し て 軟 ら か い 材 料 か ら な る チ ュ ー ブ
を 使 用 す る こ と で 、 外 チ ュ ー ブ 先 端 部 に 柔 軟 部 を 形 成 し て お り 、 簡 単 な 構 成 に よ っ て 確 実
に 柔 軟 部 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 外 チ ュ ー ブ の 前 記 コ イ ル シ ー ス へ の 固 定 部
が 、 先 端 か ら 所 定 距 離 基 端 側 へ 向 か っ た 箇 所 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 外 チ ュ ー ブ は 、 固 定 部 に よ っ て コ イ ル シ ー ス に 固 着 さ れ て い
る た め 、 コ イ ル シ ー ス に 対 し て 軸 線 方 向 に 沿 っ て ず れ る こ と が な く 、 ま た 軸 線 周 り に 回 転
ず れ を 生 じ る こ と も な い 。 な お 、 固 定 部 の 固 定 方 法 と し て は 、 例 え ば 熱 溶 着 や 接 着 が あ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 前 記 固 定 部 よ り も 先 端 側 に あ る 前 記 外 チ ュ ー ブ
が 、 前 記 固 定 部 よ り も 基 端 側 に あ る 外 チ ュ ー ブ よ り も 肉 厚 が 薄 く な っ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 外 チ ュ ー ブ の 固 定 部 よ り も 先 端 側 に あ る チ ュ ー ブ 部 分 は 、 肉
厚 が 薄 く な っ て 柔 軟 部 と さ れ て い る た め 、 当 該 内 視 鏡 用 処 置 具 が 、 高 ア ン グ ル 状 態 の 内 視
鏡 湾 曲 部 を 通 過 す る 場 合 で あ っ て も 、 内 視 鏡 用 処 置 具 の 先 端 部 に 曲 が り 癖 が 付 く こ と な く
ス ト レ ー ト 状 態 に 戻 り 、 病 変 部 へ の ア プ ロ ー チ 性 能 を 確 保 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 子 の 回 転 に 伴 い 、 操 作 ワ イ ヤ を 介 し て 処 置 部 が 回 転 さ れ る と き 、
処 置 部 に 固 定 さ れ た コ イ ル シ ー ス の 先 端 も 処 置 部 と 一 体 的 に 回 転 す る 。 こ こ で 、 外 チ ュ ー
ブ の 先 端 が コ イ ル シ ー ス に 対 し て 回 転 自 在 と な っ て い る の で 、 コ イ ル シ ー ス の 先 端 の 回 転
が 外 側 の 外 チ ュ ー ブ に ま で は 伝 わ ら な い 。 こ の た め 、 外 チ ュ ー ブ が 外 側 の 内 視 鏡 チ ャ ン ネ
ル 内 周 面 と の 間 の 摩 擦 に よ っ て 、 回 転 し に く い 状 態 で あ っ て も 、 こ の 外 チ ュ ー ブ の 影 響 を
、 コ イ ル シ ー ス は 受 け な い 。 こ の 結 果 、 処 置 部 の ス ム ー ズ な 回 転 が 保 証 さ れ 、 操 作 子 側 の
回 転 に 伴 い 処 置 部 を 回 転 さ せ る こ と が で き 、 し か も 、 「 回 転 飛 び 」 を 防 い で 、 処 置 部 の 微
小 な 角 度 調 整 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
以 下 、 本 発 明 に 係 る 各 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
　 図 １ 、 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 。
　 図 １ に お い て 符 号 １ ０ ０ は 内 視 鏡 を 示 す 。 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 体 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 挿
入 部 １ ０ １ と 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ １ の 基 端 に 設 け ら れ て 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ １ の 先 端 部 を 図
示 せ ぬ ア ン グ ル ワ イ ヤ を 介 し て 湾 曲 操 作 す る 操 作 部 １ ０ ２ と を 備 え る 。 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０
１ の 内 部 に は チ ャ ン ネ ル １ ０ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ １ の 先 端 に は
、 体 内 を 観 察 す る 撮 像 手 段 が 設 け ら れ る と と も に 、 チ ャ ン ネ ル １ ０ ３ の 先 端 開 口 が 形 成 さ
れ て い る 。 チ ャ ン ネ ル １ ０ ３ の 基 端 側 は 操 作 部 １ ０ ２ の 側 部 近 傍 ま で 延 び 、 そ こ で 開 口 さ
れ て 挿 入 口 と な っ て い る 。 こ の 挿 入 口 か ら チ ャ ン ネ ル １ ０ ３ 内 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視
鏡 用 処 置 具 １ が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 １ は 生 検 鉗 子 の 例 で あ っ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 先
端 に 配 置 さ れ る 処 置 部 ２ と 、 処 置 部 ２ に 先 端 が 接 続 さ れ て 基 端 側 へ 延 び る 操 作 ワ イ ヤ ３ と
、 処 置 部 ２ に 先 端 が 固 定 さ れ る と と も に 、 内 部 に 操 作 ワ イ ヤ ３ を 挿 通 さ せ て 基 端 側 へ 延 び
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る コ イ ル シ ー ス ４ と 、 コ イ ル シ ー ス を 覆 う よ う に 備 え ら れ た 外 チ ュ ー ブ ５ と を 備 え る 。
　 コ イ ル シ ー ス ４ の 基 端 側 に は 操 作 子 本 体 ６ が 、 コ イ ル シ ー ス ４ に 対 し て 回 転 自 在 に 接 続
さ れ て い る 。 操 作 子 本 体 ６ 上 に は 、 操 作 子 ７ が コ イ ル シ ー ス ４ の 基 端 側 の 軸 線 方 向 Ｌ に 沿
っ て 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る 。 操 作 子 ７ は 、 操 作 ワ イ ヤ ３ の 基 端 部 に 連 結 さ れ て い て 、 前 記
軸 線 方 向 Ｌ に 沿 っ て 移 動 （ 進 退 ） さ れ る こ と に よ り 、 処 置 部 ２ を 例 え ば 開 閉 操 作 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 処 置 部 ２ は 、 コ イ ル シ ー ス ４ の 先 端 部 外 周 に 嵌 合 さ れ た 状 態 で 、 レ ー ザ 溶 接 や ロ ー
付 、 半 田 付 、 カ シ メ な ど の 固 定 手 段 に よ っ て コ イ ル シ ー ス ４ に 固 定 さ れ た カ ッ プ 保 持 部 材
１ ０ と 、 こ の カ ッ プ 保 持 部 材 １ ０ の 先 端 部 に ピ ン １ １ を 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 一 対
の 生 検 カ ッ プ １ ２ ， １ ２ と を 備 え る 。 一 対 の 生 検 カ ッ プ １ ２ ， １ ２ の そ れ ぞ れ の 基 端 部 に
は 、 操 作 ワ イ ヤ ３ ， ３ が 一 本 ず つ そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て お り 、 操 作 ワ イ ヤ ３ ， ３ の 進 退 に よ
っ て 一 対 の 生 検 カ ッ プ １ ２ ， １ ２ が 開 閉 操 作 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 操 作 ワ イ ヤ ３ は 、 機 械 的 特 性 に 優 れ る ス テ ン レ ス 鋼 な ど の 金 属 線 か ら な っ て い て 、 軸 線
方 向 に 沿 っ て 進 退 操 作 さ れ る と き 、 そ の と き の 引 張 力 あ る い は 圧 縮 力 を 前 記 処 置 部 ２ に 伝
達 す る こ と が で き 、 ま た 、 操 作 子 を 回 転 し た と き 、 そ の 回 転 力 を 処 置 部 ２ に 伝 達 す る こ と
が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 コ イ ル シ ー ス ４ は 、 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 硬 鋼 、 ピ ア ノ 線 等 の 金 属 製 素 線 を 互 い に 隙 間 が
生 じ な い よ う に 密 に 巻 か れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 挿 入 部 に 沿 っ て 自 在 に た わ む こ と が 可 能
で あ り 、 し か も 、 操 作 子 本 体 ６ を 介 し て 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 に 押 し 込 ま れ た と き に 、 そ
の と き の 押 圧 力 を 先 端 の 処 置 部 ２ に 確 実 に 伝 達 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 外 チ ュ ー ブ ５ は 、 樹 脂 材 料 で 構 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 ポ リ 四 フ ッ 化 エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ
Ｅ ） 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン ・ パ ー フ ル オ ロ ・ ア ル コ キ シ ・ エ チ レ ン 樹 脂 （ Ｐ Ｆ Ａ ） 、 四 フ ッ
化 エ チ レ ン 六 フ ッ 化 プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ
チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ー ル 共 重 合 体 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 、 ポ リ ア ミ ド 、
塩 化 ビ ニ ー ル 、 ラ テ ッ ク ス 、 天 然 ゴ ム 等 の 樹 脂 材 料 ま た は こ れ ら の 混 合 材 料 で 構 成 さ れ 、
好 ま し く は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル １ ０ ３ に 対 す る 挿 通 性 が 優 れ て い る も の 、 つ ま り 、 チ ャ
ン ネ ル １ ０ ３ に 対 す る 摩 擦 係 数 が 小 さ い も の が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 外 チ ュ ー ブ ５ は 、 コ イ ル シ ー ス ４ に 対 し て 先 端 が 回 転 自 在 と さ れ て い る 。
　 す な わ ち 、 外 チ ュ ー ブ ５ の 先 端 か ら 所 定 距 離 Ｍ だ け 基 端 側 へ 向 か っ た 箇 所 に 、 コ イ ル シ
ー ス ４ へ 熱 溶 着 あ る い は 接 着 等 に よ り 固 定 さ れ る 固 定 部 ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。 固 定 部 ５
ａ よ り も 先 端 側 に あ る 外 チ ュ ー ブ ５ の 内 径 は 、 コ イ ル シ ー ス ４ の 外 形 よ り も 大 に 設 定 さ れ
て い て 、 外 チ ュ ー ブ ５ と コ イ ル シ ー ス ４ と の 間 に 全 周 に わ た っ て 隙 間 Ｎ が 形 成 さ れ て い る
。 こ れ に よ っ て 、 前 述 し た よ う に 、 外 チ ュ ー ブ ５ の 先 端 は 、 コ イ ル シ ー ス ４ に 対 し て 回 転
自 在 と さ れ て い る 。
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 固 定 部 ５ ａ よ り も 基 端 側 に あ る 外 チ ュ ー ブ ５ の 内 径 も 、 コ イ
ル シ ー ス ４ の 外 形 よ り も 大 に 設 定 さ れ て い て 、 外 チ ュ ー ブ ５ と コ イ ル シ ー ス ４ と の 間 に 全
周 に わ た っ て 隙 間 が 形 成 さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 前 記 所 定 距 離 Ｍ は 、 角 度 調 整 の た め に 処 置 部 ２ を 回 転 さ せ る と き 、 該 処 置 部 ２
と 一 体 に 回 転 す る コ イ ル シ ー ス ４ の 先 端 の 回 転 に 支 障 が で な い 程 度 、 つ ま り 、 コ イ ル シ ー
ス ４ の 先 端 が 処 置 部 ２ と 一 体 的 に 回 転 す る と き 、 そ の 回 転 を 妨 げ な い 程 度 に 設 定 さ れ る 。
　 ま た 、 外 チ ュ ー ブ ５ と コ イ ル シ ー ス ４ と の 間 の 隙 間 Ｎ は 、 温 度 変 化 や 使 用 状 態 の 変 化 等
に よ っ て 外 チ ュ ー ブ ５ と コ イ ル シ ー ス ４ と が 接 触 す る 場 合 で あ っ て も 、 両 者 が 相 対 回 転 す
る 場 合 に 、 両 者 間 に ほ と ん ど 摩 擦 力 が 生 じ な い 程 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 操 作 子 本 体 ６ の 先 端 に 形 成 さ れ た 係 合 孔 ６ ａ に は 前 記 コ イ ル シ ー ス ４ の 基 端 が 挿 入 さ れ
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、 こ の コ イ ル シ ー ス ４ の 基 端 は 、 抜 止 部 材 １ ３ に よ っ て 回 転 可 能 で は あ る が 抜 け 止 め が な
さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 係 合 孔 ６ ａ に は 外 チ ュ ー ブ ５ の 基 端 も 挿 入 さ れ て い る 。
　 ま た 、 操 作 子 本 体 ６ の 基 端 に は 指 掛 け 用 の リ ン グ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 操 作
子 本 体 ６ に は 、 リ ン グ １ ５ の 近 傍 か ら 先 端 部 に 向 か っ て 溝 １ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 溝
１ ６ に 前 記 操 作 子 ７ が 進 退 可 能 か つ 操 作 子 本 体 ６ と 一 体 的 に 回 転 さ れ る よ う に 取 り 付 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 操 作 子 ７ に は 、 操 作 ワ イ ヤ ３ ， ３ の 基 端 部 が 固 定 さ れ て お り 、 操 作 子 ７ を 溝 １ ６ に 沿 っ
て 移 動 さ せ る こ と で 、 操 作 ワ イ ヤ ３ ， ３ が 進 退 さ せ ら れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 溝 １
６ の 先 端 部 と 操 作 子 ７ と の 間 に は 、 硬 質 の 操 作 パ イ プ １ ７ が 挿 入 さ れ て お り 、 こ の 操 作 パ
イ プ １ ７ 内 に 操 作 ワ イ ヤ ３ ， ３ を 挿 通 さ せ る こ と で 、 操 作 子 ７ を 移 動 さ せ た 際 の 操 作 ワ イ
ヤ ３ ， ３ の た わ み や 座 屈 等 の 変 形 が 防 止 さ れ る 。
　 ま た 、 操 作 子 ７ の 外 周 に は 指 掛 け 用 の リ ン グ 溝 １ ８ が 形 成 さ れ て い て 、 操 作 者 は 、 こ の
リ ン グ 溝 １ ８ に 中 指 と 人 差 し 指 を 係 止 さ せ る と と も に 、 前 記 操 作 子 本 体 ６ の リ ン グ １ ５ に
親 指 を 係 止 さ せ る こ と で 、 片 手 で 、 操 作 子 本 体 ６ に 対 す る 操 作 子 ７ の 相 対 移 動 （ 進 退 操 作
） が 行 え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た こ の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 の 作 用 に つ い て 説
明 す る 。
　 ま ず 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 １ ０ １ を 被 検 体 内 に 挿 入 し 、 こ の 挿 入 部 １ ０ １ の 先 端 を 被 検 体 部
の 近 傍 ま で 送 り 込 む 。 さ ら に 、 内 視 鏡 操 作 部 １ ０ ２ に 開 口 さ れ た チ ャ ン ネ ル １ ０ ３ を 介 し
て 、 当 該 内 視 鏡 用 処 置 具 １ を 被 検 体 内 に 挿 入 し 、 そ の 先 端 の 処 置 部 ２ を 内 視 鏡 の 挿 入 部 １
０ １ の 先 端 に ま で 送 り 込 む 。
　 そ し て 、 内 視 鏡 用 処 置 具 １ を さ ら に 先 端 側 に 若 干 押 し 込 み 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０ １ の 先 端
か ら 処 置 部 ２ を 突 出 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 被 検 体 部 に 対 す る 処 置 部 ２ の 向 き を 調 整 す る 。
つ ま り 、 被 検 体 部 に 対 し て 処 置 部 ２ が 適 切 な 姿 勢 で あ る か 否 か を 、 例 え ば 内 視 鏡 の 画 面 上
で 判 断 し 、 適 切 な 姿 勢 で な い 場 合 に は 、 内 視 鏡 用 処 置 具 １ の 操 作 子 本 体 ６ を 回 転 さ せ る 。
操 作 子 本 体 ６ を 回 転 さ せ る と 、 操 作 子 ７ と 一 体 的 に 操 作 ワ イ ヤ ３ の 基 端 部 が 回 転 し 、 こ の
回 転 が 操 作 ワ イ ヤ ３ の 先 端 ま で 伝 わ り 、 結 果 的 に 操 作 ワ イ ヤ ３ の 先 端 に 接 続 さ れ た 処 置 部
２ が 回 転 す る 。 処 置 部 ２ が 適 宜 位 置 ま で 回 転 し 、 適 当 な 姿 勢 に な っ た と こ ろ で 、 操 作 子 本
体 ６ に よ る 回 転 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 い で 、 操 作 子 ７ を 進 退 操 作 さ せ て 被 検 体 部 に 対 し て 所 定 の 処 置 を 行 う 。
　 す な わ ち 、 図 に 示 す よ う に 、 処 置 部 ２ が 例 え ば 生 検 鉗 子 の 場 合 に は 、 被 検 体 部 に 対 向 す
る よ う に 処 置 部 を 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 方 向 に 位 置 調 整 し た 後 、 操 作 子 ７ を 前 進 さ せ て 、 生 検
カ ッ プ １ ２ を 一 旦 開 か せ た 後 、 操 作 子 本 体 ６ 及 び コ イ ル シ ー ス ４ ご と 前 進 さ せ る と と も に
、 操 作 子 ７ を 後 退 さ せ て 、 生 検 カ ッ プ １ ２ に よ っ て 被 検 体 部 を 把 持 す る 。 こ の 状 態 で 、 操
作 子 本 体 ６ 及 び コ イ ル シ ー ス ４ ご と 後 退 さ せ て 、 生 検 カ ッ プ １ ２ を 閉 じ た ま ま 被 検 体 部 か
ら 離 間 さ せ て 所 要 の 被 検 体 部 を 採 取 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 操 作 子 本 体 ６ 、 操 作 子 ７ 、 及 び 操 作 ワ イ ヤ ３ を 介 し て 処 置 部 ２ を 回 転 さ せ
る と き 、 処 置 部 ２ に 固 定 さ れ た コ イ ル シ ー ス ４ の 先 端 も 処 置 部 ２ と 一 体 的 に 回 転 す る 。 こ
こ で 、 外 チ ュ ー ブ ５ の 先 端 が コ イ ル シ ー ス ４ と の 間 に 全 周 に わ た っ て 隙 間 Ｎ が 形 成 さ れ る
こ と に よ り 、 コ イ ル シ ー ス ４ に 対 し て 回 転 自 在 と な っ て い る 。 こ の た め 、 コ イ ル シ ー ス ４
の 先 端 の 回 転 が 、 接 触 し て い な い 外 側 の 外 チ ュ ー ブ ５ ま で は 伝 わ ら な い 。 こ の た め 、 た と
え 外 チ ュ ー ブ ５ が 外 側 の 内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル 内 周 面 と の 間 の 摩 擦 に よ っ て 、 回 転 し に く い 状
態 で あ る 場 合 で も 、 こ の 外 チ ュ ー ブ ５ の 影 響 を 、 コ イ ル シ ー ス ４ は 受 け な い 。 し た が っ て
、 処 置 部 ２ の ス ム ー ズ な 回 転 が 保 証 さ れ る 。 こ の 結 果 、 操 作 子 本 体 ６ の 回 転 に 伴 い 、 処 置
部 ２ を そ れ と ほ ぼ 同 じ 角 度 回 転 さ せ る こ と が で き 、 し か も 、 「 回 転 飛 び 」 を 防 い で 、 処 置
部 ２ の 微 小 な 角 度 調 整 が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 外 チ ュ ー ブ ５ は 、 固 定 部 ５ ａ に よ っ て コ イ ル シ ー ス ４ に 固 着 さ
れ て い る た め 、 コ イ ル シ ー ス ４ に 対 し て 軸 線 方 向 に 沿 っ て ず れ る こ と が な く 、 ま た 軸 線 周
り に 回 転 ず れ す る こ と も な い 。 一 方 、 外 チ ュ ー ブ ５ は 、 固 定 部 ５ ａ よ り も 先 端 側 が コ イ ル
シ ー ス ４ に 対 し て 隙 間 Ｎ が 形 成 さ れ て フ リ ー の 関 係 に な っ て い る た め 、 前 述 し た と お り 、
た と え 外 チ ュ ー ブ ５ が 外 側 の 内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル 内 周 面 と の 間 の 摩 擦 に よ っ て 、 回 転 し に く
い 状 態 で あ っ て も 、 こ の 外 チ ュ ー ブ ５ の 影 響 を コ イ ル シ ー ス ４ の 先 端 部 は 受 け に く く 、 こ
の 結 果 、 処 置 部 ２ の ス ム ー ズ な 回 転 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
　 図 ３ は 本 発 明 に 係 る 第 ２ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 。
　 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 構 成 要 素 に は 同
一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。 こ れ は 、 後 述 す る 第 ３ 実 施 形 態 以 降 の 実 施 形 態 に つ
い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 コ イ ル シ ー ス ２ ０ の 先 端 部 に 、 基 端 側 よ り も 柔 軟 性 が 高 い 柔 軟 部 ２
０ ａ が 設 け ら れ て い る 。
　 柔 軟 部 ２ ０ ａ は 、 例 え ば 、 コ イ ル シ ー ス ２ ０ の 先 端 部 に 巻 か れ る 素 線 ２ １ の 径 が 、 コ イ
ル シ ー ス ２ ０ の 基 端 側 に 巻 か れ る 素 線 ２ ２ の 径 よ り 小 さ く 設 定 さ れ る こ と で 形 成 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 径 が 細 く 剛 性 が 低 い 素 線 ２ １ が 巻 か れ る こ と で 、 コ イ ル シ ー ス ２ ０ の 先 端
部 に 柔 軟 部 ２ ０ ａ を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 操 作 子 本 体 ６ が 回 転 さ れ る の に 伴 い 、 操 作 ワ イ ヤ ３ を 介 し て 処 置 部 ２
が 回 転 さ れ 、 こ の 処 置 部 ２ に 固 定 さ れ た コ イ ル シ ー ス ４ の 先 端 も 処 置 部 ２ と 一 体 的 に 回 転
す る 。 こ こ で 、 コ イ ル シ ー ス ２ ０ の 先 端 部 に 柔 軟 部 ２ ０ ａ を 設 け て い る た め 、 内 視 鏡 チ ャ
ン ネ ル 内 周 面 と の 間 の 摩 擦 に よ っ て 、 外 チ ュ ー ブ ５ 及 び こ れ に 接 触 し て い る コ イ ル シ ー ス
４ の 基 端 部 分 が 回 転 し に く く な っ て い る 場 合 で も 、 コ イ ル シ ー ス ２ ０ の 先 端 部 は 、 そ れ ら
外 チ ュ ー ブ ５ や コ イ ル シ ー ス ４ の 基 端 部 分 か ら 受 け る 影 響 が 少 な く 、 ス ム ー ズ な 回 転 が 可
能 で あ る 。 こ の た め 、 コ イ ル シ ー ス ４ の 先 端 に 固 定 さ れ て い る 処 置 部 ２ も 比 較 的 自 由 に 回
転 す る こ と が で き 、 こ の 結 果 、 処 置 部 ２ の よ り ス ム ー ズ な 回 転 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 し た 実 施 形 態 で は 、 コ イ ル シ ー ス ２ ０ の 先 端 部 に 柔 軟 部 ２ ０ ａ を 設 け る
に あ た り 、 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 の 素 線 ２ ２ よ り も 径 が 小 さ い 素 線 ２ １ を 密 巻 き す る 構 成
と し て い る が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と な く 、 異 な っ た 材 料 を 用 い る こ と に よ っ て 、 柔 軟 部 ２
０ ａ を 得 て も 良 い 。
　 す な わ ち 、 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 の 素 線 と 同 径 で あ り な が ら 、 そ れ よ り も 軟 ら か い 材 料
の 素 線 を 蜜 巻 き す る こ と で 、 柔 軟 部 ２ ０ ａ を 得 て も よ い 。 ま た 、 異 な る 材 料 を 用 い る 例 と
し て は 、 材 料 そ の も の を 変 え る ほ か 、 も と は 同 じ 材 料 で あ っ て も 、 焼 入 れ 等 処 理 に よ っ て
、 材 料 の 組 成 を 異 な ら せ る こ と で 柔 軟 部 ２ ０ ａ を 得 る こ と も で き る 。
　 ま た 、 柔 軟 部 ２ ０ ａ は 、 先 端 部 の コ イ ル 巻 き を 行 う 際 、 コ イ ル 巻 き 機 に か け る プ レ ロ ー
ド を 弱 く し て 作 成 し て も よ い 。 ま た 、 一 定 の プ レ ロ ー ド で 巻 か れ た コ イ ル の 場 合 は 、 コ イ
ル シ ー ス の 先 端 部 を 引 っ 張 っ て 柔 軟 部 ２ ０ ａ を 作 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
＜ 第 ３ 実 施 形 態 ＞
　 図 ４ は 本 発 明 に 係 る 第 ３ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 。
　 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 外 チ ュ ー ブ ３ ０ の 先 端 部 に 、 基 端 側 よ り も 柔 軟 性 が 高 い 柔 軟 部 ３ ０
ａ が 設 け ら れ て い る 。
　 柔 軟 部 ３ ０ ａ は 、 例 え ば 、 外 チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 、 肉 厚 Ｗ ａ の 厚 い チ ュ ー ブ ３ １ を 使 用
し 、 外 チ ュ ー ブ の 先 端 側 に 、 前 記 チ ュ ー ブ ３ １ と 同 じ 材 料 で あ り な が ら 、 肉 厚 Ｗ ｂ の 薄 い
チ ュ ー ブ ３ ２ を 使 用 す る こ と に よ り 得 て い る 。 す な わ ち 、 肉 厚 が 異 な る チ ュ ー ブ を 使 用 す
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る こ と で 、 外 チ ュ ー ブ ３ ０ の 先 端 部 に 柔 軟 部 ３ ０ ａ を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 こ れ ら 基 端 側 の 外 チ ュ ー ブ ３ １ の 先 端 部 並 び に 先 端 側 の 外 チ ュ ー ブ ３ ２ の 基 端 部
は 、 そ れ ぞ れ コ イ ル シ ー ス ４ の 外 周 に 、 例 え ば 熱 溶 着 や 接 着 剤 を 用 い た 接 着 等 に よ っ て 固
定 さ れ て い る 。 ま た 、 外 チ ュ ー ブ ３ １ 、 ３ ２ の 固 定 部 以 外 の 部 分 は 、 内 径 が コ イ ル シ ー ス
４ の 外 形 よ り も 大 に 設 定 さ れ て い て 、 コ イ ル シ ー ス ４ と の 間 に 全 周 に わ た っ て 隙 間 が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 操 作 子 本 体 ６ が 回 転 さ れ る の に 伴 い 、 操 作 ワ イ ヤ ３ を 介 し て 処 置 部 ２
が 回 転 さ れ 、 こ の 処 置 部 ２ に 固 定 さ れ た コ イ ル シ ー ス ４ の 先 端 も 処 置 部 ２ と 一 体 的 に 回 転
す る 。 こ こ で 、 外 チ ュ ー ブ ３ ０ の 先 端 部 に 柔 軟 部 ３ ０ ａ を 設 け て い る た め 、 当 該 内 視 鏡 用
処 置 具 １ が 、 高 ア ン グ ル 状 態 の 内 視 鏡 先 端 の 湾 曲 部 を 通 過 す る 場 合 で あ っ て も 、 内 視 鏡 用
処 置 具 １ の 先 端 部 に 曲 が り 癖 が つ く こ と が な く ス ト レ ー ト 状 態 に 戻 る こ と と な り 、 病 変 部
へ の ア プ ロ ー チ 性 能 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 し た 実 施 形 態 で は 、 外 チ ュ ー ブ ３ ０ の 先 端 部 に 柔 軟 部 ３ ０ ａ を 設 け る に
あ た り 、 肉 厚 が 異 な る チ ュ ー ブ を 使 用 す る こ と で 、 柔 軟 部 ３ ０ ａ を 得 て い る が 、 こ れ に 限
ら れ る こ と な く 、 異 な っ た 材 料 を 用 い る こ と に よ っ て 、 柔 軟 部 を 得 る 構 成 に し て も 良 い 。
た と え ば 、 外 チ ュ ー ブ ３ ０ の 基 端 側 に 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン か ら な る チ ュ ー ブ を 用 い 、 外 チ
ュ ー ブ の 先 端 側 に 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン か ら な る チ ュ ー ブ を 用 い て も 良 い 。 ま た 、 外 チ ュ
ー ブ の 基 端 側 と 先 端 側 と で 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン と 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン と の 異 な っ た 配 合
の チ ュ ー ブ を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 肉 厚 を 変 え た 異 な る 材 料 を 用 い る こ と に よ っ て 、 外 チ ュ ー ブ
３ ０ の 先 端 に 柔 軟 部 ３ ０ ａ を 設 け る 一 方 、 コ イ ル シ ー ス ４ と し て は 先 端 部 と 基 端 側 と で 一
様 な 硬 さ の も の を 用 い て い る が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と な く 、 外 チ ュ ー ブ ３ ０ の 先 端 部 に 柔
軟 部 ３ ０ ａ を 設 け こ と と 、 前 記 第 ２ 実 施 形 態 で 示 し た よ う に 先 端 側 に 柔 軟 部 ２ ０ ａ を 備 え
る コ イ ル シ ー ス ２ ０ を 用 い る こ と と を 組 み 合 わ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
＜ 第 ４ 実 施 形 態 ＞
　 図 ５ は 本 発 明 に 係 る 第 ４ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 。
　 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 外 チ ュ ー ブ ３ ５ の 先 端 部 を 手 元 側 と 切 り 離 す こ と で 、 完 全 に フ リ ー
に し て い る 。
　 す な わ ち 、 外 チ ュ ー ブ ３ ５ は 、 基 端 側 の 外 チ ュ ー ブ ３ ６ と 先 端 側 の 外 チ ュ ー ブ ３ ７ と か
ら 構 成 さ れ る 。 そ れ ら 外 チ ュ ー ブ ３ ６ ， ３ ７ は そ れ ぞ れ 同 じ 外 形 で 同 じ 厚 さ に 設 定 さ れ て
い る 。 そ し て 、 基 端 側 の 外 チ ュ ー ブ ３ ６ の 先 端 部 は 、 コ イ ル シ ー ス ４ の 外 周 に 、 例 え ば 熱
溶 着 や 接 着 等 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 外 チ ュ ー ブ ３ ６ 、 ３ ７ の 固 定 部 以 外 の 部 分
は 、 内 径 が コ イ ル シ ー ス ４ の 外 形 よ り も 大 に 設 定 さ れ て い て 、 コ イ ル シ ー ス ４ と の 間 に 全
周 に わ た っ て 隙 間 が 形 成 さ れ て フ リ ー に な っ て い る 。 つ ま り 、 先 端 側 の 外 チ ュ ー ブ ３ ６ は
、 コ イ ル シ ー ス ４ に 対 し て 完 全 に フ リ ー と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て も 、 処 置 部 ２ の ス ム ー ズ な 回 転 が 保 証 さ れ 、 操 作 子 本 体 ６ の 回 転 に
伴 い 、 処 置 部 ２ を そ れ と ほ ぼ 同 じ 角 度 回 転 さ せ る こ と が で き 、 し か も 、 「 回 転 飛 び 」 を 防
い で 、 処 置 部 ２ の 微 小 な 角 度 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
＜ 第 ５ 実 施 形 態 ＞
　 図 ６ は 本 発 明 に 係 る 第 ５ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 。
　 第 ５ 実 施 形 態 で は 、 前 記 第 ３ 実 施 形 態 に 示 し た も の と ほ ぼ 同 様 で あ る が 、 こ こ で は 、 外
チ ュ ー ブ ４ ０ は コ イ ル シ ー ス ４ の 先 端 部 に の み 設 け ら れ 、 コ イ ル シ ー ス の 基 端 側 に は 設 け
ら れ て い な い 。 ま た 、 外 チ ュ ー ブ ４ ０ は 、 基 端 側 の み が コ イ ル シ ー ス ４ に 例 え ば 熱 溶 着 や
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接 着 等 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 外 チ ュ ー ブ ４ ０ の 固 定 部 以 外 の 部 分 は 、 内 径 が コ
イ ル シ ー ス ４ の 外 形 よ り も 大 に 設 定 さ れ て い て 、 コ イ ル シ ー ス ４ と の 間 に 全 周 に わ た っ て
隙 間 が 形 成 さ れ て い る 。
　 こ の 実 施 形 態 で も 、 外 チ ュ ー ブ ４ ０ の 先 端 が 、 コ イ ル シ ー ス ４ に 対 し て 回 転 自 在 と さ れ
て い る か ら 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 効 果 、 つ ま り 、 処 置 部 ２ の ス ム ー ズ な 回 転 が 保 証
さ れ る 効 果 を 奏 す る 。
　 な お 、 こ の 実 施 形 態 に お い て も 、 先 端 が 回 転 自 在 と さ れ た 外 チ ュ ー ブ ４ ０ を コ イ ル シ ー
ス ４ の 先 端 部 に の み 設 け ら れ る こ と と 、 前 記 第 ２ 実 施 形 態 で 示 し た よ う に 先 端 側 に 柔 軟 部
２ ０ ａ を 備 え る コ イ ル シ ー ス ２ ０ を 用 い る こ と と を 組 み 合 わ せ る 構 成 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 は あ く ま で 本 発 明 の 例 示 で あ り 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い
範 囲 で 適 宜 設 計 変 更 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 前 記 各 実 施 形 態 で は 、 処 置 部 が 一 対 の 生 検 カ ッ プ を 備 え る 生 検 鉗 子 を 例 に 挙 げ
て 説 明 し て い る が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と な く 、 把 持 鉗 子 や 、 ス ネ ア 等 の 他 の 種 類 の 内 視 鏡
用 処 置 具 で あ っ て も 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 が 内 視 鏡 に 組 み 付 け ら れ た 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ … 内 視 鏡 用 処 置 具 、 ２ … 処 置 部 、 ３ … 操 作 ワ イ ヤ 、 ４ … コ イ ル シ ー ス 、 ５ … 外 チ ュ ー ブ
、 ６ … 操 作 子 本 体 、 ７ … 操 作 子 、
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(11) JP 2008-5965 A 2008.1.17



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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